
平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日
提
出

質

問

第

一

八

号

外
務
省
の
報
償
費
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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外
務
省
の
報
償
費
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
六
年
三
月
十
日
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
一
一
七
号
）
で
は
、
外
務
省
の
報
償
費
、
い
わ
ゆ
る
機
密

費
の
定
義
に
つ
い
て
「
外
務
省
の
報
償
費
は
、
国
の
事
務
又
は
事
業
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
当
面
の
任
務

と
状
況
に
応
じ
そ
の
都
度
の
判
断
で
最
も
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
機
動
的
に
使
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る

経
費
で
あ
る
。
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
外
務
省
に
お
い
て
、
報
償
費
を
首
相
官
邸
に
上
納
す
る
と
い
う
慣

行
が
あ
っ
た
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

二

一
の
慣
行
は
何
の
た
め
に
、
ま
た
、
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

二
〇
〇
五
年
十
一
月
一
日
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
三
第
二
六
号
）
で
は
、
外
務
省
大
臣
官
房
会
計
課
審
査
室
に

つ
い
て
「
外
務
省
大
臣
官
房
会
計
課
審
査
室
（
以
下
「
審
査
室
」
と
い
う
。
）
は
、
外
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第

二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
会
計
課
に
あ
り
、
報
償
費
及
び
外
務
本
省
の
交
際
費
に

関
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
る
。
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
同
室
に
報
償
費
関
連
の
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い

う
事
実
は
あ
る
か
。

四

か
つ
て
報
償
費
が
、
外
務
省
に
お
け
る
公
務
と
は
関
係
の
な
い
会
食
等
、
私
的
に
流
用
さ
れ
た
事
実
が
あ
り
、
そ
の
際
に

一



か
か
っ
た
費
用
、
参
加
し
た
人
数
等
の
詳
細
を
明
記
し
た
文
書
が
同
省
大
臣
官
房
会
計
課
審
査
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
承

知
す
る
。
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
、
そ
し
て
外
務
大
臣
は
、
国
民
の
税
金
が
原
資
で
あ
る
同
省
の
報
償
費
に
つ
い
て
、

右
で
挙
げ
た
様
な
不
適
切
な
使
途
の
実
例
を
徹
底
的
に
調
査
し
、
そ
の
あ
り
方
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


